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カムチヤツカ西岸沖合緯度 (520-30'N)銀上のサケ， マスの分布$

島 清 吉柿1

On the Longitudinal Distribution and Biological Features of Salmon Species 

at 520-30'N Latitude in七，heWest Coast off KamchaもkaPeni凶叫a

Seikichi脆 smMA

I色isknown th凶もhere品開 BOme local populaもionsof飢.lmonspecies which mig-
rateもothe Okhotsk Sω. These popul抗ionsmigr品加fromspring色01晶句晶utum，and 
it is∞nsidered that the migra品oryseωon and se晶晶m晶 woulddiffer acωr必ngω
曲。hloc晶Ipopul抗，ion. Bu色theeastern関晶晶，reaat 1500-00' E longitude 目晶
regular migraω'ry course for色hefish，倒 inぬ.ewe飾的astoffもheK晶mchatka
Peninsula. 
The author studied on色.hedis凶.butionof s晶lmonspecies and biological 
fω，tures on the bω旭ofぬ8品句 obtained品名胞に30・Nl抗iduぬ inJune and July 
1970. Fiぬ加.ggill-I!-e旬 werecarried by色.heRfV 0，戸油ioMぽ U 凶 7飾品，tions
泊 Juneand'lO staもio田 inJuly (Fig. 1)， and 112， 115 and 121 mm mesh sizes of 
gill-n'偽 were
The results obぬinedare summarized ωfolloW8; 
1. Distribu色ionof salmon species制 mω色denseinぬ evic泊iも，yse晶畠問晶
at 1550-00'E longitude in June and alωin July. It beωmegrad回lIyspar86 
in wesもernse晶 are晶晶ndabrupもlyin e舗もern網島町倒 (Fig.2).
2. Sockeye 自晶.lmon，51 age group were dominant in Junearid July and 
especiallyぬ .e catch ratio wωhigh in白日曲目旬.rnse晶晶，re晶帥 1550の0'E 
longitude in July. Distribution of 4.畠，gegroup incre晶sedin July， densely in 
the offshore w，乱句rand sparesely in the coas旬lw晶飴r. Different age∞mposiもions
from other自伺晶，re品目 werefound in the vicini勿総晶島問晶 at1540-30' E long-
itude showing high ω，tch per uniもeffor色inJune and July (Fig. 3). 
3. Chum salmon of 3+乱gegroup wereωught moreもhan90% ofぬ8旬tal
in June， however， the晶，gegroups of 2+晶，nd3+domin晶ぬdin July. Di白色ribution
of 3+ and 4+ 乱gegroup dominated in∞ω句 1w晶旬r晶nd2+ 晶gegroup in off-
shore wa句，rco賢官，spon必ngもothe di此ributionof immature fishes (Fig. 4). 
4. D世'erencωofdis凶.butionof mean fork lengぬsof fishes were noもobvious

h 備品目乱lmonspeciωaccording to sea乱reain J une. Bu色I晶rgerfishes of chum 
and pink salmon were domin姐も ine品目ぬm 関晶晶尚晶的 1550-00'E longitude in 
July (T晶，ble2， 3， 4). 
5. Differences of maturity indices of salmon speci伺 werenoも obviousin 
June， however fish倒 caught泊 co制句Iw晶句，rwere more晶dvanced色hanfish，ω 恒

*北海道大学水産学部北洋水産研究施設業績 51号
(Oontribution No. Irom the Rωeareh Institute 01 North Pac伊cFisheries， Fa仰 lty0/ Fiskeries， 
Hokka必oUn伽ersity)
紳北海道大学水産学部北洋水産研究施設
(Rωωreh I~制titute0/ North p，削除 Fisher仰 ，Hokka仙仇ilJersity)
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玄XII.3

o:ffohore w.晶句rin July (Fig. 5， 6). 
6. Negative linear in旬町elationswere obviously found b的wωnぬ.ematurity 
indiωs of salmon speoies and crt valu倒 on ぬesuface w.品加，rof fishing ot帥ions
in July (Fig. 9， 10， ll)・Tb欄伽旬ぬ.owもha色salmonopeoi自由 pre伽もomove色O
lower crt w畠旬rin proportionもogrowぬ ofmaturity. It wω ∞回idered色，hat色he
phenomenon would be a phyoiologio晶Ia也p回 ionω 色heenvironment泊 the
migratory prooωs from open o倒色oぬeooaoぬ，1waぬ，r.

報象産水大:I~ 

オホーツク海におけるサケ，マスの資源状態に関し.1962年科学調査船iとより広域の調査1)が行な

われ分布，澗瀞， 系統群ならびに生物的な多くの知見が得られたが，更に 1970年より太平洋水域の

広域調査と関連して，オホーツク海の 52。ー30'Nの緯度線上tζ定点を設け.1500E以来海域において.

6月中旬および7月下旬に漁業試験が行なわれた。 ζの資料はオホーツク海系群サケ，マス資源の動

向を知る上の基礎的なものとなるばかりでなく， 接岸湖上前期における魚群の生活様式を知る大きな

手がかりにもなると考えられる。本文では定線上における時間的，空間的な魚群の分布状態と， その

生物学的特徴について検討を加え，沖合より接岸湖上に移行する魚群と環境要因による適応について

も言及した。本研究に当り，漁業試験ならびに海況調査の労を煩らわした調査船親潮丸の乗組員諸氏

に謝意を表する。

資料および方法

北緯 520-30'N 11:於げる定線上の調査は，北大水産学部調査船北星丸と政府委託調査船親潮丸のニ

隻が担当したが，本文では親潮丸による漁業試験および海況調査の資料2川とよった。流網による漁業

試験は6月中旬 (7点)および7月中下旬 (10点)に行った (Fig.1. Table 1)。魚体測定資料は，

ペニサケ，シロザケについては.115. 121 m/mの網目合，カラフトマスは 112.115mノmの網目合
による漁獲魚より抽出した。ペニサケ，シロサケ， ギンサケの年令は遠洋水産研究所において査定し

た結果を用い，ペニサケ， ギンサケは Gilbe討-Rich(1927)の方式により， シロサケは満年令{海洋

帯+)をもって示した。

15。・ 155・
Fig. 1. Location of giIl-n'ωaぬingω520-30'N 1瓜itudein色he0抽 ot週k晶晶泊June

晶ndJuly， 1970. 
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1971] 三島:酉カム緯度定線上のサケ，マス

Table 1 Loo叫ionof臨 lmongill・neも貧血h泊gat 520-30'N latitude也
the Okhotsk Sea in June and J叫y，1970 

D晶句 1 No・ofSι| Laも. Lc;mg. 

June 10 10 520-30'N 1500-30'E 
11 11 . 52~-24' lIW-Sl' 
12 12 520-37' 152・-43'
13 13 520-35' 153・-80'
14 14 520-25' ld40-i5' 
17 17 520-30' 1550-17' 
20 20 520-30' 1540-4;2' 

July 16 16 52。・30' 1550-16' 
20 20 52・-30' 154・-30'
21 21 52。・3Q' 1530-30' 
22 22 520-30 150・-30'
23 23 52九30' 151・-30'
24 24 520-32' 153・-06'
25 25 520-29' 153。・59'
26 26 520-30' 155。ー∞'
27 27 520-29' 155・-37'
29 29 52・-30' 1550-16' 

結果

1.定線上における魚群の密度分布

6月および7月の定線上におげる魚群の密度分布を Fig.2 I乙示す。すべての魚種を一括してみれ

ば6月は 1540-30'E付近に密度のピークがあり，西寄りに漸減の傾向を示し，最も沿岸よりの地点で

も減少を示している。 7月には， 1550E付近に密度のピ{クがり，密度分布の傾向は6月と類似して

いる。各月の魚種による分布の特徴を示せば次のごとくである。

1) 6月の魚群の分布

ペニサケは漁業試験全点で漁獲されたが，密度は稀薄であり，反当り 0.5尾以下で沖合では稀薄で

あるが，東よりに密度を増し，最も接岸した地点で再ぴ低下じている。

シロサケは 6月における来瀞魚群の主体をなし，各地点において 80-9096の混獲率を占めたが，

密度は東よりに増しその最大は反当り 9.7尾を示した。ペニサケ同様 1550E以東では再ぴ，密度

の低下がみられた。

カラフトマスは不漁年の特徴が反映され，反当り 2.0尾以下で前2魚種同様の密度分布を示した。

2) 7月の魚群分布

ペニサケは 1530E以西の沖合海域には分布がみられず 1530-30'E以東の沿岸よりの海域に限定さ

れた。 6月より若干密度を増したが，その最大は反当り 0.7尾を示し，密度の中心は 1540-30'E付

近であった。

シロサケは 6月同様分布の主体をなしたが，ギンサケの出現，カラフトマスの密度増により， その

混獲率は 63-8796であった。分布域は広く，調査全点で漁獲きれたが密度分布は 6月の傾向K類

似し，最大は反当り 6尾弱を示した。

カラフトマスは 6月より密度を増したが，定線上の分布状態はシロサケのそれと傾向を同じくして

いる。

ギンサケは 7月以降来瀞がみられ，定線上では各点で漁獲されたが，密度は稀薄であり，前記3

魚種のような分布の特徴はみとめられない。
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圃SOCKEYE圏 CHUM 口剛K 図∞同
Fig. 2. C.P.U.E. (ω地/胤)阻do蜘 hr叫.oof随 lmonspeoies at 520-30'N latI'旬dein 

色heOkho旬ikS倒 mJune and J叫y.

2.生物学的特徴

1)年級組成

Fig. 3 fC:: 6.7月における各点のペニサケの年級組成比(96)を示した。

6月は各地点とも 52年級の出現割合が高く.53. 63年級がζれに次ぎ42年級は少ない。 154・-30'E
の高密度域では 52.53. 63の年級君事聞の組成比には大きな差異はなく， その他の地点では 52年級

の卓越性が顕著である。 53年級は沿岸域fC::高い割合を示し.63年級は 153
0-30'E-1540-30'Eの海

域で比較的多いが，西寄りに急減し東寄りに漸減の傾向を示している。 42年級には明らかな分布の

特徴はみられない。

7月は 1530E以来にのみ分布がみられ. 6月同様52年級が卓越し.1550E以東海域では高い組成

比を示している。 53年級は.154。ー30'Eの地点では 52年級より遥かに多く，沖合でも却-3096の

組成比を示すが，沿岸よりでは急減している。 63年級の割合は 6月より低く.153
0-30官以西には

見られない。 42年級の増加は著しし沖合に高く沿岸よりに少なくなっている。 6月および7月と

も魚群密度の高い海域では漁獲魚の年級組成が，他の海域と著しく異なっている ζとが注目され，

1540-30'E付近の海域は沖合と沿岸の年級組成の分岐水域と考えられる。
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三島:西カム緯度定線上のサケマス

JUNE 

153
0 

154'・ 155
0 

JULY 

153
0 

154・ 155
0

圃 42，[コ 52，[コ 53，圏 6"

Fig. 3. Longitudinal age composiもionof sockeyeωlmon. 

シロサケの 6，7月の年級組成(%)を Fig.4 Iと示した。 6月は 3+年級が88-9596を占め， 4+ 

年級が若干混獲されたが沖合と沿岸による年級組成の変動はない。しかしながら 7月には， 3+年

級を主体とし， 2十年級の増加が顕著であり， 1530E以東海域にのみ 4+年級の混獲がみられた。

2+年級は 1530Eの地点では 3+年級より多かったが，沖合11:高く，沿岸IL低い組成比を示した。

3十年級は 1550E以東の沿岸よりではその割合の高いのが特徴的である。なお，図表を略すが，未

成魚の分布は 2+年級の分布と対応するパターンがみとめられ 2+年級の占める未成魚の割合の多

いととを裏付けている。

ギンサケは密度も低く， 測定個体数も充分でないが 7月の各点の年級組成は 32年級が50-6096

を占め， 43年級の占める割合は少なく，来訪宇資源量の少ない年の特徴を示している。

2)体長組成

a) ペニサケ

ベニサケは多年級より構成されているため，その中で比較的標本個体数の多い年級である 52'53年

望者について，海域による体長組成の特徴を検討した。

6，7月の両年級の平均体長を Table2 IL示した。

6月の 52年級は 60cm前後の体長群より成り，経度の東西による体長組成には傾向的な差異はみ

とめられない。 53年級は， 52年級より更に標本数が少なく，平均体長の幅は大きいが，傾向的な特

徴を指摘する乙とは困難であり 7月における両年級についても同様である。

b) シロサケ

シロサケは 6，7月ともカムチャッカ沖合来滋群の主体をなし， 6月は 3+年級が， 7月は 2+，3+

年級の漁獲が多かったととは前述したが，各月の卓越年級の平均体長を Table3 IL表示した。
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_2ち[-，:::::::::13+， 11圃 4t，仁コ，
Fig. 4. Lo噌itudinalage ωmposIもionof chum 日晶lmon.

[xxn.3 

Ta.ble 2 Lo昭iもudina.lcha.nge of fork I回gぬ仰m)of BOckeye随.lmonat 
520-30'N latitude inもheOkho色副kSe晶inJune a.nd July， 1970 

June July 

D島知&枇.No. 5， 5. ID蜘&品・No.1 5. 5. 

11 一 517 25 605 553 
12 585 5<< 21 608 563 
18 602 539 26 587 560 
14 589 521 20 599 554 
20 598 541 27 607 558 
17 598 527 16 582 543 

29 ωs 565 

6月の 3+年級では St.13の魚群は他の地点より大きく St.10， 11， 12とは有意の差があるが.

沿岸よりの3地点の群とは差がない。

7月の 2+年級では定J線上東西による体長分布の傾向的役特徴はみとめがたい。しかし， 3+年級

では， St. 27， 16， 29の1550E以東海域の魚群はそれ以西のものとは明らかに差がみられ，東より

に大型の魚群が分布している ζとを示している。 ζれは，成長，成熟K伴う棲息域の相異を示すも

のと解される。
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1971] 三島:西カム鱒皮定線上のサケ，マス

Table 3 Longitu必鵬1change of fork le曙ぬ (mm)of chum飢h叩
前 520-30'Nlatitude in the Okho旬:kSea in June創ldJuly， 1970 

h |July  

3+ 

10 577 23 535 588 
11 574 24 542 578 
12 578 22 532 579 
13 586 25 527 588 
14 579 21 521 594 
20 574 26 5ω 593 
17 578 20 527 590 

27 530 597 
16 一 625 
29 (560) 611 

Tゆle4 Lo噌itudinalchange of fork lengぬ (mm)of pink 8晶lmonω
520-3ぴNlatitude inぬ.eOkho旬ksea in June and July， 1970 

June 

D胸間.No. I 
10 
11 
U 
13 
14 
20 
17 

F.L. 

466 
465 
462 
467 
468 
468 

F.L. 

23 必5
24. 484 
22 492 
25 494 
21 488 
26 497 
20 495 
27 497 
16 484 
29 502 

c) カラフトマス

6月のカラフトマスは忠線上の各点閑における平均体長11::傾向的な差はみとめられないが 7月に

は 3+年級のシロサケ11::見られた如く，接岸域で大型魚が分布している (Table4)。

3.成熟について

各魚種について成熟の度合を示す成熟度指数を次式によって求めた。

G.W. 
M. I. X10' 
B.W.-G.W. 

M. I. = Maturity iod偲(成熟度指数}

B. W. =Body weight (体重)

G. W. =Gonad weight (生殖腺重量)

Fig. 5，61乙夫々 ， 6月および7月の魚種別，雌雄別平均熟度指数の経度による変化を示した。

1) 6月

ペニサケ……雌は沖合IL低く，沿岸よりに高まる指数変動を示すが，雄では明らかでない。

シロサケ……雌雄とも分布海域による指数の特徴は見ちれない。

カラフトマス……154。ー30'E以西海域では変化はないが St.20で雌雄とも高い指数を示した。
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Fig.5. Lo碍itu必且晶1changωof maturity indices of餓 lmonspecies泊 June.
Fig. 6. Longitudinal changes of ma色町ityindices of s乱lmonspecies in July. 

Fig.7 Fig.8 
Fig. 7. Vertical distribution of temper机ure姐 dsalinity at 520-30'N latitude in June， 
1970. 
Fig. 8. Vertical dis位ibutionofもemper晶，tureand salini色，yat 520-30'N latitude in July， 
1970. 

2) 7月

7月は各魚種とも熟度指数が高くなっている。

ペニサケ……雌雄とも 1550E以東の海域で高く，西よりでは低い。
シロサケ……シロサケの沖合，沿岸による雌雄夫々の熟度の差は明ちかに認められ，東高，西低の

傾向があり，特K雌で顕著であるo

カラフトマス……カラフトマスの雌は沖合と沿岸では大きな変化はないが，雌では東高商低の傾向

が明らかである。

考 察

サケ，マス魚群の密度分布は6月中旬 7月下旬の時間的な隔りはあるが 150
0
E以東の 520-30'N
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1971] 三島:商カム練度定線上のザケマス

緯度線上においては類似のパタンを示している。魚群の分布と海洋条件との関連の有無を 520-30'N

の定線の温度，塩分の鉛直断面 (Fig.7，8) と対比してみると， 6月の密度のピ{クは 1540-30'-

155
0
E聞にある緩やかではあるが.30C台の水帯と 40_50C水帯とのl校数線に対応し， 7月は 1550E

付近に形成される 32.70%以下とれそ以上の塩分の水帯とによる塩分収数域に対応している。田口。

は沖合水の幅が広がった場合は沿岸水fL近いと乙ろに好漁がみられるととを指摘しているが 6月fC

は温度， 7月には塩分の収飲域に魚群の分布密度か清いことを指摘するととができる。 6月の 1540-

25'Eおよび7月の 1530-59'Eの地点において局所的に低い密度を示す場合があるが，乙れは収欽域
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付近の複雑な海況ととれによる設網状態の不良等に起因する C.P.U.E.の低下によるものであろう

と推定される。

6月と 7月とのペニサケ魚群の年級組成の違いは，河川系の異なるととによるものと考えられる。

即ち.6月中旬の魚群は，オゼルナヤ河以北のカムチャッカ西岸北部地方やオホーツク地方の河川IL湖

上産卵する通過群であり.7月下旬の群はオゼルナヤ河に湖上するものを主体とする接岸群であると

とを裏付けるものであろう。 6月 7月とも， ベニサケの密度の高い海域では他の水域には見られな

い年級組成を示している乙とは注目11:値する。 7月のシロサケの年級による分布状態は， さらに海洋

生活をつYげる 2+年級が沖合IL多く.3+および4+年級等，成熟湖上群が沿岸よりに多いζとが

明らかに示されている。

ペニサケの沖合， 治岸の別による体長組成ILは明らかな傾向はみられず，シロサケ，カラフトマス

の場合は治岸水帯の影響をうげる水帯Il:於て大型魚が分布する傾向がみとめられた。たま，各魚種の

成熟度指数について 6.7月を対比すると，明らかな差異がみとめられるが， ζれは湖上河川までの時

間的距離的な長短を示すものとみられ，通過君事であるか， 接岸群であるかのひとつの指標となるもの

であろう。 7月の定線上の東西による熟度変化をみると，東高，西低の傾向があり， カムチャッカ西

岸沖合の温度塩分の関数である σtの水平分布Il:対応する ζとが注目される。 1970年の6月および7

月の定点以外の地点における各魚種の平均，熟度指数と表層の σt値の関係をみると， (Fig. 9， 10， 11) 

6月のペニサケ，シロサケの雌等は散らばりがみられるが 7月には各魚種とも両者の聞に直線的な

関係がみとめられ，熟度の進むにつれて， σt値の小さい水域に分布する様になる ζとを示している。三

島吟はシロサケの分布密度と塩分との関係について，時期による対応性を指摘したが， 水温の要素を

加味した σt値を用いた組果， さらにその相関が明示された。 ζの様なシロサケの分布密度と σt分布

との関係については，魚群の生理，特に渉透圧調節等，河川湖上前における環境適応の現象と考える

ζとができる。
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1971] 三島:酉カム綜度定線上のサケマス

要 約

1. カムチャッカ西岸沖合 520-30'N線上に定点を設け 6月および7月の 1500E以東海域tとおりる

サケ，マス魚群の分布とその生物学的特徴について検討した。

2. 6， 7月とも定線上のサケ，マス魚群の密度分布は東高西低の傾向が明らかである。両月とも 1550E

付近が高密度海域であり，それより西に漸減し，叉，より沿岸域でも減少を示す。

3.ペニサケは6月および7月ともお年級が卓越し， 7月は 1550E以東の治岸よりに組成比が高い。

42年級は7月に出現率を増し，沿岸よりでは少く沖合11::増加の傾向がある。 154
0-30'E付近の海域

は両月とも年級群組成の分岐水域と認められる。

シロサケは6月11::3+年級が 9096以上占めるが7月には 2+および 3+年級が分布の主体をな

す。治岸よりに 3+，4+年級が多く，沖合に多く分布する 2+年級は未成魚分布の傾向と一致す

る。

4. 6月11::は各魚種とも沖合と沿岸とでは体長組成11::大きな特徴は認められないが 7月には 1550E

以東海域lζ出現するシロサケ.カラフトマスは大型魚が多い。

5.緯度線上で魚群の成熟度指数の変化をみると 6月には顕著な差はないが， 7月には沿岸よりの魚

群の熟度は沖合より高い。

6.魚群の成熟度指数と表層における o't値の聞には直線的な負の相関がみとめられ，特に7月ILは相

関が高い。生息環境と魚群の生理的適応を示す現象であり，接岸湖上期におけるサケ， マスの生活

領域の推移を示すものと考えられる。
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